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キーワー ド:暗算 反応時間 認知処理モデル
1.は じめ に

































































同数効果 とは、問題の2つ の演算数が等 しい
問題に対 しては、そうでない場合に比べて反応
時間が短 くな り、正答率 も高くなる、 という現
100
象であ る6)。近年 になってBlankenberger6)が、
暗算処理 を3つ の段 階(符 号化段階、検索段 階、
反応段 階)に 分けて考えた場合 に、 同数効果が
符合 化段 階 に作用 して い るこ とを示 したが、
Blankenberger6)の研 究以前 は同数効果 は検索
段階 に作用 してい ると考え られていた4)・7)。
暗算 処理 の研 究 で用 い られ る基本 的 な課題
は、産 出(production)課題 と真偽判定(verifi-
cation)課題 との2つ に大別で きる。 これ らの
課題の遂行 に含 まれ る処理が同 じであるのか否
かについて は、複数の研 究 によって検討 されて
い る8),9)。今 回の研 究 は、 この 話題 を扱 った
Zbrodoff&Loganの研 究10)から派生 した もの


































































































































































の処理 を部分的に被験者 に強制 した とみなせ
る。Zbrodoff&Loganlo)の産 出課題 で は、真
偽判定課題と同様に、呈示される式が真の場合































































































































正後 も含む)お よび色覚を有 していた。
104
2.2.装 置
刺 激呈示 の制御お よび被験者のキー押 し反応
の 取 得 に はパ ー ソナ ル コ ン ピュー タ(NEC,
PC9821Ap)を用 い、刺 激 はCRTデ ィス プ レ
イ(NEC,PC-KM153R)上に呈 示 した。観 察
距離 は約80cmとした。
被 験 者 の 音 声 反 応 は、 コ ンデ ンサ マ イ ク
(audio-technica,AT9820X)を通 して、サ ン




んだ式 をひとつの刺激 として、CRTディス プ
レイの中央に呈示した。刺激の全体の大きさは、




これ らの数字の描画に要 した ドット数の範囲
は、26ドットから36ドットであった。






































































同数問題 と非同数問題 とを分類せず に、全ての
問題 を含めたデー タ分析 を行 った。
表1は 、各条件 における正反応率 と正反応 時
間の被験者間平均 を示 したものであ る。 これ ら
の正反応率 について、1要 因3水 準(誤 答条件、
正答条件、統制条件)の反復測定分散分析 を行 っ
た。その結果 として、要 因の効果 は認め られな
かった(F(2,22)=3.14,n.s.)。つ ま り、全 て
































ここでは、 同数 問題 と非 同数 問題 とにデー タ
を分類 した分析結果 を述べ る。
図2は 、問題別 に各条件 にお ける正反応率の
被験者 間平均 を示 した ものである。 これ らの正
反応率 について、 問題型(同 数 問題、非 同数問
題)×条件(誤 答条件、正答条件、統制条件)の
反復 測定分散 分析 を行 った。 その結果 として、
問題型の主効果が認められた(F(1,11)ニ18.81,
p<.01)。条件 の主効 果(F(2,22)=1.90,n.s.)
お よび問題型 ×条件 の交 互作用(F(2,22)=
1.17,n.s.)は認め られ なかった。 したがって、
同数 問題 の方が非同数問題 に比べ て正答 率が高
いこ とが示 された。
図3は 、 問題別 に各条件 におけ る反応 時間の
被験者 間平均 を示 した ものであ る。反応 時間 に
つい て、問題型(同 数 問題 、非 同数 問題)×条
件(誤 答条件、正答条件、統制条件)の 反復測




が認め られた。TukeyのHSD検定 の結果 として、
いずれの条件 においても同数問題の方が非 同数
問題 よ りも反応時 間が短い ことが示 され た(ps
G.05)o
次いで、反応 時間に対す る問題型 の効果が条
件に よって異 なるか否か を検討す るために、 同
型問題に対 する反応時 間 と非 同型 問題 に対す る
反応時間 との差 の被験者 間平均 を算 出 した。 こ
れ らの差の被験者 間平均 に対 して、1要 因3水
準(誤 答条件、正答条件、統制条件)の 反復測
定分散分析 を行った。その結果 として、要 因の
効果が認め られた(F(2,22)ニ5.71,p<.05)。
TukeyのHSD検定の結果 として、誤答条件 に対
す る問題型の効果 は、他 の2条 件 に対 する問題
型の効果 よりも大 きいことが示 された(p<.05)。




































は、式全体 を検索手がか りとして利用 し、その
検索手がかりによって惹起される記憶表象の活







るが、今 回 の実 験 で はZbrodoff&Loganlo)の
見解 と矛盾す る結果 も得 られている。す なわち、
Zbrodoff&Loganの見解 で は、問 題 と同時 に
正答 が呈示 された条件が統制条件 よ りも反応 時
間が長 くなった ことが説 明で きない。Zbrodoff
&Loganの見 解 で は、正答 が 同 時呈示 され た
場合 には、式全体 として は記憶 表象 の検 索手 が
か りが より多 く与 えられてい るはずであ り、正
答 条件 の反応 時間は与 えられた検索 手がか りが
少 ない統制条件 よ りも短 くなるはずであ る。実
際に も、産出課題 を用 いた研 究15)では、 問題 の
呈示 に先 立ってその問題の正答 とな る数字 を呈
示 する ことに よって反応時 間が短 くなる ことが
報 告 され てい る。Meagher&Campbell15)は、
産出課題 において、 問題が与 えられ る前 に1つ
の数字 を200ミリ秒 間呈示 し、 この数字 の呈示
終 了後 か ら問題 が呈示 される までの時 間 間隔
(0ミリ秒,750ミリ秒,1500ミリ秒 の3段 階)
の効果 を調べ た。 その結果 として、いずれの時
間間隔であって も、 問題の正答 となる数字が呈
示 される と反応 時間が短 くな り、逆 にその問題
の誤答 となる数字が呈示 され ると反応 時間が長
くな ることが示 された。
まずZbrodoff&Loganlo)の見 解 に よ る予 測
と今回の実験 結果 とが矛盾す る原因 としては、
前述 の よ うに、Zbrodoff&Loganの実験 で は
統制条件 と正答 条件 とを比較 してい ない ことが
挙 げ られ る。Zbrodoff&Loganの見 解 は、 自
身 の実験課 題 とMeagher&Campbell15)の実験
課題 を同 じものとみな して導かれた ものである。
しかしなが ら、Zbrodoff&Loganの実験課題 は
Meagher&Campbellの実験 課題 とは細 かな点
で異 なってい るので、これ ら2つ の研 究で得 ら
れ た結果 を同 じように扱 うこ とは不適切 である
と思 わ れ る。Zbrodoff&Loganの実験 で は、
今 回の実験 と同様に、産出課題 において問題 と



































て正答 と問題 とが同時に呈示されている場合 と
誤答 と問題 とが同時に呈示されている場合とで
は、課題の処理過程が異なることを示 している。
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